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那珂フュージョン科学技術研との技術交流会を開催（11月7日）

お問合わせ；ひたちなかテクノセンター(TEL: 029-264-2200)又は､茨城県産業戦略部技術振興局科学技術振興課(TEL：029-301-2529) 

11月7日（金）、フュージョンエネルギー技術の研
究を行っている量子科学技術研究開発機構（QST）那
珂フュージョン科学技術研究所にて第４回技術交流会
を開催しました（参加者数125名、内研究者70名）。
午前中の第１部では、井手副所長によるご挨拶と概

況説明の後、「フュージョンテクノロジー・イノベー
ション戦略と2030年代発電実証に向けた動向」を
フュージョンエネルギー推進戦略室鈴木室長にご説明
いただきました。次に、那珂研が有する技術シーズ・
ニーズとして、経営企画部第３研究企画室岩井室長か
ら「QSTの技術シーズ」をお話しいただき、協議会会
員に期待する技術ニーズとして、ITER関連を那珂研
ITERプロジェクト部小泉部長から、JT-60SA関連を
那珂研トカマクシステム技術開発部高橋部長からご説
明いただきました。
昼からの第２部では、参加企業18社の展示会を実施

しました。那珂研での技術交流会では初の試みとして、
展示会に併催して各社のショートプレゼンテーション
（約1時間）を実施しました。各社3分と短いものでし
たが、研究者の方々に各社のPRポイントを聴いていた
だき、その後の展示ブースでの討議に引き継ぐことが
できました。展示会では研究者の方々と技術交流がで
き、今後の案件につながるような相談もありました。
来年度も継続して開催する予定で、研究者の方々と

お近づきになれる良い機会です。これまで参加されて
いない会員も是非参加いただきますようお願いいたし
ます。

JAEAとの技術交流会（予告）

（令和8年1月22日(木)）

JAEAのご協力により今年度のJAEAとの技術交流会
はJAEA大洗原子力工学研究所と開催します。技術展示
会にて研究者との繋がりが得られるだけでなく、JAEA
の有する技術シーズや発注内容を知ることができる良い
機会です。
当日の概略は以下の通りです。

開催日時：令和8年1月22日（木）9:00～16:30
開催場所：トヨペットスマイルホール大洗

（大洗町民会館）大洗町磯浜町6881−88
内容：第1部（午前）大洗研の概況やニーズ、シーズに

関する講演
第2部（午後）参加企業のPRと展示会

参加企業を募集中です。ご希望の会員はお早めにご連絡
願います、また今回は原子力施設外での交流会となりま
すので、聴講・見学を希望される方も気楽にご参加くだ
さい。詳細は下記の本協議会サイトをご覧ください。
https://www.ibaraki-quantum.com/

[出展企業、機関] 18社１機関 （順不同）
(株)イガデン、 (株)ヴィジブルインフォメーション
センター、 (株)スギノマシン、長尾産業(株)、(株)三
友製作所、 (株)オプトスター、助川電気工業(株)、
(株)Bee Beans Technologies、 (株)関根鉄工所、
(株)ヒューマンサポートテクノロジー、(株)日本アク
シス、(株)菊池精機、(株)大塚製作所、(株)イマジオ
ム、(株)ウイット、 (有)小林製作所、 (株)関東技研、 
(株)化研
茨城県中性子ビームライン

那珂フュージョン科学技術研究所のご講演風景

会員企業のPRプレゼンテーション

展示機風景
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